
医学用語あれこれ ５

さあ、今回から接頭辞Ｒ：入りまし ょう。

接頭辞とは、語の初めにおかれる部分で、その

語の意味を変える働きをします。その語を理解す

る鍵ともなり、よく使われるものですので、覚え

ておくと便利です。

ｈｙｐｅｒ：正常なもの以上の、それを超えた。

～以上の、過剰

ｈｙｐｏ ： 正常以下の、～以下の、不全、欠損

ａ、ａｎ： 否定（不、非、無）

※ 次にくる語が子音で始まる時はａ。

母音で始まる時はａｎを使う。

ｄｙｓ ： 痛みのある、悪い、困難な

ｅｕ ：良い、易しい

ｈｙｐｅｒ／ｔｈｙｒｏｉｄ／ｉｓｍ という語を考えてみましょ

う。ｔｈｙｒｏｉｄは甲状腺（ｔｈｙｒｏｉｄｇｌａｎｄ）を指す言

葉で、－ｉｓｍ は状態、理論を表す名詞接尾辞です。

ｈｙｐｅｒは過剰を意味しますので、ｈｙｐｅｒ／ｔｈｙｒｏｉｄ／

ｉｓｍは甲状腺の分泌が正常以上の状態、つまり甲

状腺機能充進症ということになります。ｈｙｐｏ は

ｈｙｐｅｒと反対の意味を持つ接頭辞ですから、ｈｙｐｏ／

ｔｈｙｒｏｉｄ／ｉｓｍは甲状腺機能低下症です。

同様にして、ｈｙｐｅｒ／ｔｅｎｓ／ｉｏｎ を見てみましょ

う。ｔｅｎｓ／ｉｏｎは緊張、圧力を意味しますが、 こ

の語はラテン語の緊張を表す語ｔｅｎｓｉｏ からきて

おり、－ｉｏｎは状態、行動を表す接尾辞です。 こ

のｔｅｎｓ／ｉｏｎにｈｙｐｅｒをつけるとｈｙｐｅｒ／ｔｅｎｓ／

ｉｏｎ高血圧（症）という語ができます。ｈｙｐｏをつ

けるとｈｙｐｏ／ｔｅｎｓ／ｉｏｎ低血圧（症）です。

ｅｓｔｈｅｓｉ／ｏは、感覚、気持ちを意味する語の連

結形ですが、名詞形ｅｓｔｈｅｓｉ／ａにしてｈｙｐｅｒ を

つけるとｈｙｐｅｒ／ｅｓｔｈｅｓｉ／ａ 感覚過敏、痛感鋭敏

という語になります。ｈｙｐｏ／ｅｓｔｈｅｓｉ／ａは感覚の

異常な低下、感覚減退を意味します。ところで、

ｅｓｔｈｅｓｉ／ａという語は ｅ゙”という母音で始まっ
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ていますので、ｈｙｐ／ｏをつけるとｈｙｐ／ｏの”ｏ”と

ｅ゙”の２つの母音が重なってしまいます。この

ような場合、接頭辞の最後の母音は、発音上の問

題から次にくる語の母音の前で脱落するのが普通

です。したがって、ここではｈｙｐ／ｏの≒）”を落

としたｈｙｐ／ｅｓｔｈｅｓｉ／ａという形が一般に使われ

ます。

この ｅｓｔｈｅｓｉ／ａに否定を表す接頭辞 ａｎ をつ

けると ａｎ／ｅｓｔｈｅｓｉ／ａ となって、感覚のない こ

と、無感覚の状態、つまり麻酔を表します。悪い、

困難なを意味する ｄｙｓをつけると、ｄｙｓ／ｅｓｔｈｅｓｉ

／ａ感覚の悪い状態、異感覚症となります。ｅｕは

良いという ｄｙｓ と反対の意味をもつ 接頭辞 で

すから、ｅｕ／ｅｓｔｈｅｓｉ／ａは感覚正常です。

息または呼吸を指す連結形である ｐｎｅ／ｏ の場

合を考えてみましょう。ｐｎｅ／ｏを名詞形 ｐｎｅ／ａ

にして、ｈｙｐｅｒをつけると ｈｙｐｅｒ／ｐｎｅ／ａ過呼吸、

呼吸充進、ｈｙｐｏをつけるとｈｙｐｏ／ｐｎｅ／ａ呼吸低

下となります。ｐｎｅ／ａは子音で始まりますので、

否定の ａをつけるとａ／ｐｎｅ／ａ無呼吸、窒息とな

ります。 ｄｙｓ／ｐｎｅ／ａは呼吸困難、ｅｕ／ｐｎｅ／ａ は

正常呼吸です。

ｋｉｎｅｓｉ／ｏ は運動あるいは動作を意味する語で

すが、 ｈｙｐｅｒ／ｋｉｎｅｓｉ／ａは運動過剰（症）、運動充

進（症）、ｈｙｐｏ／ｋｉｎｅｓｉ／ａは運動低下（症）を表し

ます。ａ／ｋｉｎｅｓｉ／ａは運動不能（症）、無動（症）、

ｄｙｓ／ｋｉｎｅｓｉ／ａは運動異常（症）、運動障害、ｅｕ

／ｋｉｎｅｓｉ／ａは運動正常となります。

いかがですか？１つ単語を覚えるといもづる式

にいろいろな言葉が出てきて、また思わぬ発見が

あったりして、おもしろいと思いませんか？ 医

学用語を分解していくのはちょっとした謎解きゲ

ームみたいで、気分はほとんど探偵！ だんだん

覚えることが多くなってくると、頭が混乱しそう

になりますが、楽しくやっていきましょう。
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